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1 は じ め に

低温短日期に電照により開花が促進される低温開花性

新規長日花き品目と、これら品目に対して開花促進効果

の高い波長を有する市販電球形蛍光ランプを検索し、冬

期間における新規花き栽培の低コスト化に向けた知見を

得ることを目的に本研究を実施した。

2 試 験 方 法

(1)試験区の構成

表1のとおり。

※各試験区の放射照度は、20地点の地表面で400から100

0nmまでの照射量を計測し、その平均値を表記した。

(2)供試品目・品種

表2のとおり。

(3)耕種概要

1)定 植 日 平成20年12月10日

2)圃 場 所内パイプハウス

3)供試株数 各区12株、反復無し

4)設置方法 3m×0.6mに2灯、高さ170cmに設置

5)電照方法 終夜照明(15時から翌朝8時まで)

6)電照時期 平成20年12月31日から開花まで

7)温度管理 定植後1週間最低気温13℃、その後1週

間に2℃づつ下げ、12月31日から最低

気温5℃に加温

8)調査項目 開花日、切花長、切花重、茎径

3 試 験 結 果 及 び 考 察

(1)定植後到花日数に差が見られるものの、平均開花日

は全ての品目で3月上旬から6月中旬となり、冬期間に比

較的低温で管理した場合でも、秋播き春出しの作型とし

て栽培が可能であることが確認された(表3)。

(2)定植から開花日までの日数を、品目毎に対照区(無電

照)と各試験区で比較すると、ラナンキュラス‘オレン

ジ’、シレネ‘サクラコマチ’及びキンギョソウ‘アプ

リコット’は、対照区(無電照)と各試験区で大きな差は

見られなかった。しかし、スカビオサ‘クイズサーモン

ピンク’、オルラヤ‘ホワイトレース’、カンパニュラ・

ラプンクルス‘涼姫’、サポナリア‘ホワイト’及びニ

ゲラ‘ミスジーキル’は、幾つかの試験区で対照区(無

電照)よりも10日以上開花が促進され、これら5品目は、

低温短日期の電照が開花を促進することが確認された

(表3)。

(3)(2)で低温短日期の電照による開花促進が確認された5

品目において、各試験区と無電照区との定植後到花日数

を比較すると、白熱区では全ての5品目で15日以上開花

が促進された。また、電球色区ではスカビオサ‘クイズ

サーモンピンク’、オルラヤ‘ホワイトレース’、ニゲラ

‘ミスジーキル’で17日以上、昼光色区では、スカビオ

サ‘クイズサーモンピンク’、ニゲラ‘ミスジーキル’

で25日以上開花が促進された(表3)。

これらの結果から、白熱電球、電球色及び昼光色電球

形蛍光ランプは開花促進効果が大きいことが確認され

た。

(4)(2)で低温短日期の電照による開花促進効果が確認さ

れた5品目において、電球色区、昼光色区及び白熱区と

無電照区との定植後到花日数を比較すると、ニゲラ‘ミ

スジーキル’は白熱区よりも電球色区、昼光色区でより

短くなったが、他の4品目では電球色区、昼光色区より

も白熱区でより短くなった(表3)。

これらの結果から、最も開花促進効果が大きい光源は

品目により異なることが確認された。

(5)切り花重/切り花長比は、スカビオサ‘クイズサーモンピン

ク’、オルラヤ‘ホワイトレース’、サポナリア‘ホワイト’

で、概ね対照区よりも各電照区で小さくなる傾向が見ら

れたが、他の5品目では同等または大きくなる傾向が見

られた(表3)。

これらの結果から、切り花重/切り花長比に対する、低

温短日期の電照の影響は各品目毎に異なることが確認され

た。

4 ま と め

スカビオサ‘クイズサーモンピンク’、オルラヤ‘ホ

ワイトレース’、カンパニュラ・ラプンクルス‘涼姫’、

サポナリア‘ホワイト’及びニゲラ‘ミスジーキル’は、

低温短日期の電照により、開花が促進されることが確認

され、特に白熱電球、電球色及び昼光色電球形蛍光ラン

プの開花促進効果が高かった。また、ニゲラ‘ミスジー



キル’は白熱電球よりも電球色、昼光色電球形蛍光ラン

プで開花促進効果が高くなったが、他の4品目では電球

色、昼光色電球形蛍光ランプよりも白熱電球で開花促進

効果が高くなった。


